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群）は，小学生 7.8％（12 ∼ 13 人に１人），中学生 22.8％
（4 ∼ 5 人に１人）であった。これまで報告された欧米
の疫学調査では，一般人口における子どものうつ病の発
症率は，児童期（12 歳未満）で 0.5 ∼ 2.5％，思春期（12
































































































































人（小学校３年生の母親 254 人，４年生 22 人，５年生
278 人）である。そのうち，子ども調査に回答があった
のは 508 人（回答率 87.7％）である。調査時期は，2009
年３月である。
２．質問内容




回答を得た。子どもの QOL 尺度には，4-7 歳版，8-12




































































































回答者 243 47.8％ 265 52.2％ 508 100.0％
子どもの性別 男 121 49.8％ 114 43.0％ 235 46.3％
女 122 50.2％ 151 57.0％ 273 53.7％
子どもの放課後 家 159 65.7％ 194 73.5％ 353 70.5％
学童保育 22 9.1％ 4 1.5％ 26 4.3％
他 61 25.2％ 66 25.0％ 127 21.0％
きょうだい 有 214 88.4％ 239 90.2％ 453 89.3％
無 28 11.6％ 26 9.8％ 54 10.7％
子どもの持病・障害 有 23 9.5％ 30 11.4％ 53 10.5％









母親の就業状況 専業主婦 77 31.8％ 78 29.7％ 155 30.8％
パート・アルバイト 124 51.2％ 141 53.8％ 265 52.5％
正規雇用 16 6.6％ 22 8.4％ 38 7.5％
自営 16 6.6％ 13 5.0％ 29 5.8％
他 9 3.7％ 8 3.1％ 17 3.4％
母親の配偶者 有 230 94.7％ 260 98.5％ 490 96.8％
無 12 4.9％ 4 1.5％ 16 3.2％
祖父母同居 有 56 23.1％ 79 30.0％ 135 26.7％















































いる いない 合 計
小３ 男子 107(89.9) 12(10.1) 119(100.0)
女子 111(92.4) 9( 7.6) 120(100.0)
全体 218(91.2) 21( 8.8) 239(100.0)
小５ 男子 107(94.7) 6( 5.3) 113(100.0)
女子 133(89.9) 15(10.1) 148(100.0)
全体 240(92.0) 21( 8.0) 261(100.0)
表３ 「聞いてもらえる」群別相談する人の有無
（％）
いる いない 合 計
小３ 聞いてもらえる群 185(93.9) 12( 6.1) 197(100.0)
聞いてもらえない群 31(77.5) 9(22.5) 40(100.0)
合 計 216(91.2) 21( 8.8) 237(100.0)
小５ 聞いてもらえる群 196(93.3) 14( 6.3) 210(100.0)
聞いてもらえない群 37(77.5) 11(22.5) 48(100.0)
合 計 233(92.0) 25( 8.0) 258(100.0)
図２ 学校に行きたくないと思ったこと




















































n＝240 n＝264 t 値
身体的
健康
★病気かなと思ったことがあった 4.6 4.6 − 0.588
★頭が痛かったり，お腹が痛かったりした 4.4 4.3 0.143
★疲れてぐったりしたことがあった 4.3 4.2 0.914





楽しかったし，たくさん笑った 4.3 4.2 1.266
★たいくつだった（つまらなかった） 4.4 4.3 2.358*
★一人ぼっちのような気がした 4.7 4.8 − 0.838




自分はすばらしい（よくやった）と思った(自信があった) 3.0 2.6 3.825***
自分はなんでもできるような気がした 2.7 2.3 4.096***
自分に満足していた（自分が好きだ） 3.4 2.8 4.365***
いいことをたくさん思いついた 3.2 2.8 3.699***
平均点 3.1 2.6
家 族
親と仲良くしていた（うまくやっていた） 4.3 4.2 2.323*
家で気持ちよく過ごした 4.3 4.2 1.114
★家で家族とけんかしていた 4.0 3.9 1.029
★親にやりたいことをさせてもらえなかった 4.2 4.2 0.206
平均点 4.2 4.1
友 達
友達と一緒に遊んだ 4.4 4.2 2.264*
他の子どもたちに自分は好かれていると思った 3.7 3.5 1.863
友達と楽しく過ごした(いっしょにいろいろなことをした) 4.6 4.6 0.107
★他の子どもたちと自分は違っているような気がした 4.3 4.4 − 0.622
平均点 4.2 4.1
学 校
学校の勉強はよくわかった（できた） 4.2 3.8 3.787***
授業は楽しかった 3.9 3.5 3.692***
★自分の将来について心配していた 4.4 4.4 − 0.179
★悪い点や悪い成績をとらないか心配していた 3.7 3.8 − 0.988
平均点 4.0 3.9
★逆転項目 *：p ＜.05，***：p ＜.001







自尊感情 家族 友達 学校
小３ n＝240 76.9 83.8 89.4 51.5 80.2 81.0 75.7
小５ n＝264 73.2 82.4 88.0 40.5 77.6 78.6 71.9
t検定 t値 3.294 0.914 1.196 4.869 1.633 1.476 2.179
** n. s. n. s. *** n. s. n. s. *






自尊感情 家族 友達 学校
男子 n＝119 75.3 82.0 88.0 50.8 79.4 79.3 72.2
女子 n＝121 78.5 85.5 90.7 52.2 80.9 82.7 79.1
t検定 t値 − 2.128 − 1.672 − 1.678 − 0.414 − 0.719 − 1.476 − 2.779









自尊感情 家族 友達 学校
男子 n＝113 72.9 80.6 86.3 43.0 75.1 78.5 73.2
女子 n＝151 73.5 83.8 89.2 38.6 79.4 78.8 70.9
t検定 t値 − 0.365 − 1.554 − 1.748 1.407 − 1.821 − 0.105 − 0.934




n 平均値 n 平均値 t値
★何もやる気がしないこと 238 4.5 265 4.3 2.437*
★イライラすること 237 4.2 263 4.0 2.094*
★だれかに怒りをぶつけたいと思ったこと 235 4.3 264 4.2 1.935
★何かに集中できないこと 237 4.3 264 4.0 2.961**
よく眠れた 239 4.3 264 4.2 1.405
平均点 239 4.3 264 4.1 2.991**
★逆転項目 *：p ＜.05，**：p ＜.01
表９ QOL得点に関する２要因の分散分析結果
学年 不登校意識 聞いてもらえる 交互作用
３年生 F(1,234)＝15.504*** F(1,234)＝35.170*** F(1,234)＝2.645
n. s.










自尊感情 家族 友達 学校
不登校意識群 n＝33 69.4 75.4 80.5 48.5 74.2 73.3 64.8
一般群 n＝206 78.2 85.3 91.0 51.7 81.3 82.4 77.5
t検定 t値 − 3.309 − 2.735 − 3.597 − 0.669 − 2.294 − 2.800 − 3.569







自尊感情 家族 友達 学校
不登校意識群 n＝33 60.1 73.5 78.0 25.0 64.2 63.7 56.3
一般群 n＝230 75.2 83.8 89.4 42.9 79.5 81.0 74.4
t検定 t値 − 6.673 − 3.364 − 4.732 − 4.018 − 4.39 − 4.271 − 5.061
































































n 平均値 n 平均値
ぜんぜんない 107 81.4 131 79.5
ほとんどない 54 74.9 50 73.4
あまりない 21 73.7 22 66.2
たまにある 24 75.2 27 65.3
ときどきある 27 71.3 26 61.2
いつもある 6 60.8 7 56.3





n 平均値 n 平均値 t値
★何もやる気がしないこと 33 4.1 204 4.5 − 1.948
★イライラすること 32 3.7 204 4.3 − 2.661*
★だれかに怒りをぶつけたいと思ったこと 32 3.8 202 4.4 − 2.693*
★何かに集中できないこと 33 3.6 203 4.4 − 3.454**
よく眠れた 33 3.8 205 4.4 − 2.771**
平均点 33 3.8 205 4.4 − 5.429***
★逆転項目 *：p ＜.05，**：p ＜.001，***：p ＜.001
表 14 「不登校意識群」の精神的安定に関する得点の平均値（５年生）
不登校意識群 一般群 t検定
n 平均値 n 平均値 t値
★何もやる気がしないこと 33 3.5 231 4.4 − 4.063***
★イライラすること 33 3.2 229 4.1 − 3.874***
★だれかに怒りをぶつけたいと思ったこと 33 3.3 230 4.3 − 3.703**
★何かに集中できないこと 33 3.4 230 4.1 − 3.138**
よく眠れた 33 3.9 230 4.2 − 1.372
平均点 33 3.5 230 4.2 − 4.359***





自尊感情 家族 友達 学校
聞いてもらえる群 n＝198 79.0 84.6 90.8 53.7 83.5 82.6 79.1
聞いてもらえない群 n＝40 66.6 80.2 83.1 39.5 63.9 73.7 59.5
t検定 t値 − 6.462 − 1.282 − 2.993 − 3.827 − 6.634 − 2.952 − 6.211









自尊感情 家族 友達 学校
聞いてもらえる群 n＝213 75.6 84.2 89.8 42.7 80.8 81.3 74.2
聞いてもらえない群 n＝48 63.2 74.6 80.3 32.2 63.8 66.7 62.0
t検定 t値 − 6.299 − 2.906 − 4.181 − 2.691 − 5.85 − 4.296 − 4.108





n 平均値 n 平均値 t値
★何もやる気がしないこと 39 4.1 197 4.6 − 2.504*
★イライラすること 38 3.7 197 4.3 − 2.748**
★だれかに怒りをぶつけたいと思ったこと 39 3.9 194 4.4 − 2.468*
★何かに集中できないこと 39 3.6 196 4.4 − 3.764***
よく眠れた 39 4.2 198 4.4 − 0.763
平均点 39 3.9 198 4.4 − 4.013***
★逆転項目 *：p ＜.05，**：p ＜.005，***：p ＜.001
表 18 「聞いてもらえる」群別精神的安定に関する得点の平均値（５年生）
聞いてもらえない群 一般群 t検定
n 平均値 n 平均値 t値
★何もやる気がしないこと 49 3.8 213 4.4 − 3.542**
★イライラすること 48 3.5 212 4.1 − 2.918**
★だれかに怒りをぶつけたいと思ったこと 48 3.6 213 4.3 − 3.218**
★何かに集中できないこと 48 3.4 213 4.2 − 4.234***
よく眠れた 48 3.9 213 4.3 − 1.773
平均点 48 3.6 213 4.2 − 4.007***
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